
令和６年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名 岩泉町立有芸小学校 

２ 実 践 名 各種調査結果を踏まえ、「運動」「食」「生活習慣」に向けた教職員の組織的・継続的な取組と
保護者の連携及び児童会活動との連動による推進 

３ 実施対象者 教職員・児童・保護者 

４ 目 標  〇運動を楽しみ、目標をもって進んで運動する児童をめざす。 
〇基本的生活習慣を身に付け、けじめのある生活ができる児童をめざす。 

５ 

実
践
内
容 

 

ア 
（① ・②） 

〇前年度の各種調査結果を踏まえた今年度の「６０（ロクマル）プラスプロジェクト」推進に
係る学校経営方針及び具体的な取組内容の説明と共有【資料１】 

〇令和５年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果を踏まえ、課題が見られる項目
に関する運動領域の授業イメージの共有と業間運動におけるサーキットトレーニング内容
への位置付け【資料１】 

〇「６０（ロクマル）プラスプロジェクトチャレンジカード」を活用（１・２・３学期毎）し
た実践による保護者への結果の公表と今後の取組の啓蒙【資料２】 

〇「運動」「食」「生活習慣」について、年間を通じた「まなびフェストきらきら週間（１・２
３学期毎）の取組と校報による保護者への結果の公表と今後の取組の啓蒙 

イ 
（③・④） 

〇年間を通じた外遊びの推奨と業間運動におけるマラソン及び「全国体力・運動能力、運動習
慣等調査」での課題が見られる項目を位置付けたサーキットトレーニングの取組 

〇児童の実態から課題が見られる「生活習慣（早寝・早起き）」に関する内容を長期休業中に
実施する「歯みがきカレンダー」に位置付けた取組とミニ保健指導【資料３】 

〇児童一人一人による毎月の保健目標の設定の記録、発育測定後のミニ保健指導、毎月の食育
タイム等、健康に関して取り組んだプリント（第１学年からの蓄積）を綴った「健康ファイ
ル」の保護者との共有 

〇児童会主体による「運動」「食」「生活習慣」に関する取組と啓蒙【資料４】 

ウ 
（⑤） 

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果から課題が見られた項目の経年変化（ターゲ
ット学年）による向上（上体起こし：全国比Ｒ５と比較し５０ポイント向上、ソフトボール
投げ：Ｒ５と比較し２３ポイント向上） 

・家庭で運動をする児童の実践化に結び付いている。（「まなびフェストきらきら週間」の取組
結果（１学期８４％）※２学期は重点項目として取り組んでいないが、３学期には実施。 

・メディア利用に関する児童の意識が高まっている。（「まなびフェストきらきら週間」の取組
結果（１学期：８０％→２学期：８８％） 

６ 成   果 

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果を踏まえた体育の授業実践を教員に提供したこ
とにより、授業改善の視点とすることの必要性と業間運動での継続取組による体力の向上が見
られたことから、調査結果の活用の有効性を再認識することにつながった。 

・年間を通じた保健担当による多種多様なミニ保健指導並びに食育タイムの実施と児童会が主体
となった取組も同時期に合わせて実施することにより、児童が「運動」「食」「生活習慣」に関
する理解を深め、実践化を図る上で効果的であった。これは、年度当初に、「６０（ロクマ
ル）プラスプロジェクト」推進に係る学校経営方針及び具体的な取組内容の説明を行い、全教
職員で共有を図ったことによるものである。 

・家庭での運動の意識の高まりは、運動の内容を児童自身がＩＣＴを活用して調べ実際に運動を
行い、ふさわしい内容を選択し児童同士が提示する一連の過程において、運動に関する多様な
動きのメニューを獲得することも要因の一つである。 

・基本的生活習慣の確立に関する「メディア利用」については、年度当初に保護者と約束を
話し合って決め、１学期の「まなびフェストきらきら週間」の取組後、１０月に「メディ
アルールチェックカード」を用いた取組を振り返り、今後のめあてを再度児童自身が立て
た上で、２学期の「まなびフェストきらきら週間」に取り組むといった年単位における児
童のＰＤＣＡサイクル化を図ることで、意識の高まりに結び付けることができた。また、
委員会活動による「６０（ロクマル）プラスプロジェクトチャレンジカード」の分析結果をも
とに長期休業中の過ごし方についての呼びかけを行うなど、取組の幅を広げている。【資料５】 

・さまざまな取組については、保護者のコメント欄を位置付け進めているため、取組後の結
果についても保護者に公表することで協力を得られている。 

７ 課 題 

・メディア利用に関する児童の意識は見られるが、メディア利用の時間と関連する規則正し
い生活習慣（早寝・早起き）については、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の
「健康でいるための意識調査」項目の結果から、「早寝・早起きはあまりできていない」
と回答した児童数及び「まなびフェストきらきら週間」の取組結果からも同様の課題が見
えてきているため、保護者への啓発の機会を確保していくことが必要である。 

・学校における体育の授業の楽しさは、児童の運動習慣の確立の一助ともなることから、よ
り一層の授業改善が求められる。 

８ 今後の予定 

・上記実践内容に関する３学期の継続取組 
・授業参観ＰＴＡ全体会における「まなびフェスト」の総括説明の際、規則正しい生活習慣の
確立に関する説明及び啓発（２月） 

・次年度「学校運営計画」の作成にあたって、「６０（ロクマル）プラスプロジェクト」の推
進の見直し 



資料１



資料２



資料５



資料３



資料４


